
書作品レンタルサービス「Art Share」利用規約 

第１条（本規約の目的と適用） 

1. 本規約は、墨遊はちまき屋（以下「甲」という）が提供する書作品（以下「作品」という）のレンタ

ルサービス（以下「本サービス」という）の利用に関し、利用希望者及び利用者（以下、総称して

「乙」という）と甲との間に適用される一切の事項を定めるものです。 

2. 乙は、本サービスの利用に際し、本規約の内容を承諾し、これを遵守するものとします。 

第２条（作品の定義） 

本規約において「作品」とは、甲が乙に対しレンタルする書（パネル、額、掛軸などを含む）の現物、及

びこれに付随する額縁、箱、展示用備品等を指します。 

第３条（レンタル契約の成立） 

1. 乙が甲に対し、所定の方法でレンタルの申し込みを行い、甲がこれを承諾し、甲が指定する方法によ

るレンタル料金全額の決済が完了した時点で、レンタル契約が成立するものとします。 

2. 甲は、以下のいずれかに該当する場合、レンタルの申し込みを拒否することができます。 

 申し込み内容に虚偽、誤記または記入漏れがあった場合 

 本規約の違反歴がある場合 

 その他、甲が不適当と判断した場合 

第４条（レンタル期間および料金・支払い） 

1. レンタル期間は、レンタル契約書または別途定める書面に記載の通りとします。 

2. レンタル料金は、作品ごと、またはプランごとに甲が別途定めるものとし、乙は甲に対し、レンタル

申し込み時に、甲が指定するオンライン決済手段にて全額を前払いするものとします。 

3. 前項のレンタル料金には、作品の乙への発送時の運送費用（送料）を含むものとします。 

4. 作品の乙から甲への返却時の運送費用（送料）は乙の負担とします。 

5. 振込手数料、決済手数料等が発生する場合、乙の負担とします。 

第５条（作品の配送） 

1. 甲は、レンタル契約の成立および料金の受領を確認した後、所定のレンタル開始日までに作品を乙の

指定する場所に発送します。 

2. 乙は、作品受領後直ちに作品の状態を確認し、万が一破損、汚損、品違い等があった場合は、受領後

24 時間以内に甲に通知するものとします。この期間内に通知がない場合、作品は正常な状態で引き渡

されたものとみなします。 

第６条（作品の取り扱い・管理責任（善管注意義務）） 

1. 乙は、作品のレンタル期間中、善良な管理者としての注意をもって作品を管理するものとします。 

2. 乙は作品に対して下記の取り扱いをしてはならないものとします。 

 額に入っている作品を額から取り出すこと 

 手袋等を着用せず作品を直接手で触れること 

 養生をせずに直接床等に作品を置くこと 



3. 乙は以下の環境下で作品を展示・保管してはならないものとします。 

 直射日光が当たる場所 

 極度に湿気の多い場所（カビの発生や作品の劣化の原因になるため）または極度に乾燥した場所 

 タバコの煙や料理による煙など、臭いの強い空気が循環する場所 

 クーラーや暖房の吹き出し口など、温度変化が激しい場所 

 その他、作品の変色、変質、劣化の恐れがある場所 

  

第７条（禁止行為） 

乙は、レンタル期間中、以下の行為を行ってはならないものとします。 

 作品を第三者に譲渡、転貸、担保に供する行為 

 作品をレンタル契約で定めた場所以外で展示または保管する行為 

 作品に加筆、修正、表装変更などの改変を加える行為 

 作品を複製し、または商業目的で利用（写真撮影し、広告等に掲載する行為など）する行為（別

途甲の書面による承諾を得た場合を除く） 

 作品を単独でＳＮＳ等に投稿する行為（作品が明確に主要被写体とならない写り込みを除く） 

 甲の事前の書面による承諾なく、作品を海外へ持ち出す行為 

 その他、甲の著作権、所有権、またはその他の権利を侵害する行為 

第８条（作品の破損・紛失・盗難） 

1. レンタル期間中に、乙の故意または過失により作品を破損、汚損、紛失、または盗難された場合、乙

は甲が被った損害を賠償するものとします。 

2. 前項の損害賠償額は、原則として当該作品の販売価格相当額（甲があらかじめ定めた作品の評価額）

を上限とします。ただし、甲が別途定める補償制度（保険料を含む）に基づき、乙の負担上限額が設

定されている場合は、その定めに従うものとします。 

3. 作品に破損等が生じた場合、乙は直ちにその状況を甲に報告し、甲の指示に従うものとします。 

第９条（作品の返却） 

1. 乙は、レンタル期間満了日までに、作品を甲に返却するものとします。 

2. 返却の際は、甲が提供した梱包材（箱など）を使用し、甲が指定する配送方法・配送業者にて発送す

るものとします。 

3. 作品が第 4 条に定める期間を超えて返却されない場合、甲は 1 日当たり 3,000 円（消費税別）の延滞

料金を請求できるものとします。 

4. 返却された作品が第 6 条に定める善管注意義務に違反した取り扱いにより汚損、破損していた場合、

甲は第 8 条に基づき損害賠償を請求できるものとします。 

第１０条（中途解約および返金） 

1. 乙は、レンタル期間中に解約を希望する場合、甲に対し書面または所定の方法で通知するものとしま

す。 

2. レンタル契約が成立した場合、乙の都合による解約または期間短縮の場合、作品の発送の前後を問わ

ず、既に受領したレンタル料金は、原則として返金しないものとします。 

3. 解約または期間短縮の場合、乙が受け取った作品は速やかに甲に返却するものとします。 



第１１条（個人情報の取り扱い） 

レンタル契約において受領した個人情報は、ホームページに掲載するプライバシーポリシーによるものと

します。 

第１２条（準拠法および管轄） 

本規約に関する準拠法は日本法とします。本規約およびレンタル契約に関して訴訟の必要が生じた場合、甲

の所在地を管轄する裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とします。 


